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令
和
八
年
丙
午
歳
の

　

年
頭
に
当
り
、
謹
ん
で

　
　

新
春
の
お
慶
び
を

　
　
　
　
　

申
し
あ
げ
ま
す明星院第２０世住職

丙
午

元
旦

忍
は
是
金
剛
之
鎧
な
り

仁
和
寺
老
門
主
智
等

人
の
一
生
は
重
荷
を
負
う
て
遠
き

道
を
行
く
が
如
し　

急
ぐ
べ
か
ら
ず

不
自
由
を
常
と
思
え
ば
不
足
な
し

心
に
望
み
起
こ
ら
ば
困
窮
し
た
る

時
を
思
ひ
出
す
べ
し
堪
忍
は
無
事

長
久
の
基　

怒
り
を
敵
と
思
へ

勝
つ
事
ば
か
り
知
り
て
負
く
る
事
を

知
ら
ざ
れ
ば
害
そ
の
身
に
至
る

己
を
責
め
て
人
を
責
む
る
な

及
ば
ざ
る
は
過
ぎ
た
る
に
勝
れ
り

人
生
に
は
多
く
の
苦
労
が
あ
り

忍
耐
や
謙
虚
さ
の
重
要
性
を
説
い
て

焦
ら
ず
一
歩
ず
つ
着
実
に
進
む

べ
き
だ
と
い
う
教
え
で
す

徳
川
家
康
公
遺
訓

広
島
神
輿
行
列
に
出
仕

江
戸
時
代
二
百
六
十
年
の
平
和
の
礎
を
築
き
、
平
和
の
神
様
と
し
て
祀
ら
れ
る

東
照
宮
の
御
祭
神　

徳
川
家
康
公
。
そ
の
家
康
公
の
没
後
五
十
年
ご
と
に
行
わ

れ
て
い
た
の
が
、
重
さ
約
一
ト
ン
の
大
神
輿
を
中
心
に
、
豪
華
な
山
車
や
芸
能

を
織
り
交
ぜ
、
武
士
と
庶
民
が
共
に
天
下
泰
平
の
世
を
謳
歌
し
た
大
行
列
「
通

り
祭
礼
（
と
お
り
ご
さ
い
れ
い
）」
で
す
。

　

こ
の
祭
礼
は
、
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
を
最
後
に
、
幕
末
の
混
乱
や
戦

争
、
そ
し
て
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
の
原
爆
投
下
の
影
響
に
よ
り
、
三
回

連
続
で
中
止
さ
れ
、
長
く
途
絶
え
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）、
平
和
な
時
代
を
迎
え
た
こ
と
を

受
け
て
、
実
に
二
百
年
ぶ
り
に
復
活
。
約
七
万
人
の
観
客
が
見
守
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
被
爆
八
十
周
年
を
迎
え
た
今
年
、
平
和
都
市
広
島
に
甦
っ
た
伝
統

を
子
ど
も
た
ち
へ
繋
ぐ
た
め
、
五
十
年
に
一
度
の
「
通
り
祭
礼
」
を
、
新
た
な

祭
り
「
広
島
神
輿
行
列
」
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
平
和
な
未
来

と
地
域
の
繁
栄
、人
々
の
幸
福
と
安
寧
へ
の
深
い
祈
り
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
原
爆
を
も
乗
り
越
え
た
強
運
の
大
神
輿
（
市
重
文
）
を
は
じ
め
、

花
車
や
伝
統
芸
能
も
披
露
さ
れ
、
時
代
装
束

を
ま
と
っ
た
参
加
者
た
ち
が
、
江
戸
時
代
さ

な
が
ら
の
行
列
を
再
現
し
ま
し
た
。

　

山
主
も
実
行
委
員
会
顧
問
・
七
社
寺
会
代

表
と
し
て
参
加
し
行
列
に
花
を
添
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

令
和
八
年

　
　
　
明
星
院
行
事
予
定
表

一
月
一
日
～
三
日

　

修
正
会
・
新
年
初
祈
祷

二
月
一
日

　

開
運
厄
除
祈
願
節
分
星
祭

三
月
二
十
日

　

春
季
彼
岸
会

八
月
上
旬

　

お
盆
勤
め

八
月
十
三
日

　

う
ら
盆
施
餓
鬼
会

九
月
二
十
三
日

　

秋
季
彼
岸
会

十
二
月
十
三
日

　

赤
穂
義
士
討
入
り
大
祭

奉
納
御
礼

　

奥
谷
順
子
様
よ
り
御
尊
父
稲
田

素
邦
画
伯
（
当
山
元
総
代
長
）
の

絵
画
十
数
点
を
ご
寄
進
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

浅
井
泰
雄
様
よ
り
植
中
直
斎
画

伯
の
屏
風
数
点
と
所
縁
の
絵
画
数

十
枚
を
ご
寄
進
い
た
だ
き
ま
し
た
。

☆
広
島
神
輿
行
列
開
会
式
で
の
徳

川
家
第
十
九
代
当
主
徳
川
家
広

氏
の
挨
拶
よ
り
「
戦
争
の
な
い

二
百
六
十
年
を
築
い
た
江
戸
時
代

と
被
爆
終
戦
八
十
年
間
日
本
は
平

和
が
保
た
れ
て
い
る
。
し
か
し
世

界
に
目
を
向
け
る
と
今
も
猶
、
紛

争
が
絶
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

唯
々
世
界
平
和
を
改
め
て
祈
る
ば

か
り
で
す
。」
と

☆
美
し
い
日
本
の
四
季
が
崩
れ
二

季
に
な
り
ま
し
た
。
体
調
管
理
に

お
努
め
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

昭和十一年　公平書　　浅井泰雄氏寄贈
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当
山
住
職
八
木
恵
生
が

後
七
日
御
修
法
定
額
僧
に
選
定
さ
れ

　

国
家
の
安
泰
や
世
界
平
和
な
ど
を
祈
願
す
る
「
令
和
八

年
御
七
日
御
修
法
」
が
一
月
八
日
よ
り
十
四
日
ま
で
の
七

日
間
、
京
都
の
東
寺
灌
頂
院
道
場
で
厳
修
さ
れ
ま
す
。
当

山
住
職
八
木
恵
生
は
総
本
山
仁
和
寺
よ
り
定
額
僧
に
推
挙

さ
れ
、
真
言
宗
各
派
総
大
本
山
会
よ
り
定
額
位
に
補
任
さ

れ
ま
し
た
。 定

額
位
に
補
任
さ
る

　

後
七
日
御
修
法
は
、
宗
祖
弘
法
大
師
の
勤
修
以

来
、
千
百
九
十
年
以
上
続
く
真
言
宗
最
高
の
大
法

で
、
真
言
宗
各
派
の
管
長
、
大
僧
正
が
出
仕
し
、

七
日
間
二
十
一
座
の
熱
祷
が
奉
修
さ
れ
ま
す
。

　

弘
法
大
師
の
進
言
に
よ
り
、
中
国
・
唐
の
不
空

三
蔵
が
皇
帝
の
た
め
に
始
め
た
例
に
な
ら
っ
て
承

和
元
年
（
八
三
四
）
に
宮
中
真
言
院
で
営
ま
れ
た

の
が
始
ま
り
で
す
。
大
師
は
同
修
法
を
恒
例
化
す

る
こ
と
を
朝
廷
に
重
ね
て
進
言
し
、
翌
年
、
最
初

の
年
に
続
い
て
大
師
自
ら
が
大
阿
闍
梨
と
な
っ

て
、
玉
体
安
穏
・
万
民
豊
楽
・
五
穀
豊
穣
を
祈
念

致
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
後
、皇
室
の
衰
微
や
戦
乱
、

明
治
の
廃
仏
毀
釈
な
ど
で
一
時
中
断
は
あ
っ
た
も

の
の
、
今
日
ま
で
脈
々
と
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
真
言
宗
各
派
の
十
八
本
山
で
構
成
す
る

真
言
宗
最
高
厳
儀
後
七
日
御
修
法

縮
景
園
で
供
養
式

　
　
　

原
爆
犠
牲
者
を
悼
む

　

去
る
八
月
一
日
、
広
島
市
中
区
の
縮
景
園
で

原
爆
投
下
直
後
に
同
園
に
避
難
し
て
亡
く
な
っ

た
犠
牲
者
の
慰
霊
供
養
式
が
営
ま
れ
ま
し
た
。

広
島
県
と
供
養
会
が
主
催
し
、
会
員
や
地
元
の

幟
町
小
学
校
・
幟
町
中
学
校
・
女
学
院
中
学
校

の
児
童
生
徒
た
ち
約

人
が
参
列
し
、
茶
道
上

田
宗
箇
流
に
よ
る
献
茶
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
生
徒
を
代
表
し
て
、
宏
雅
副
住
職
の
長

女
雅み

や

び美
（
幟
中
２
年
生
）
が
「
平
和
へ
の
誓
い
」

を
発
表
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
年
八
月
六
日
、
広
島
に
原
子
爆
弾

が
落
と
さ
れ
、
多
く
の
人
の
命
が
一
瞬
に
し
て

奪
わ
れ
ま
し
た
。

　

爆
風
に
よ
っ
て
建
物
は
崩
れ
、
熱
線
に
よ
っ

て
す
べ
て
が
焼
か
れ
た
街
。

　

大
や
け
ど
を
負
っ
た
多
く
の
人
々
が
、
水
を

求
め
て
、
こ
こ
縮
景
園
に
逃
れ
て
き
た
と
い
い

ま
す
。

　

昭
和
六
十
二
年
に
、
原
爆
犠
牲
者
の
ご
遺
骨

が
発
見
さ
れ
て
以
来
、
こ
の
供
養
式
も
三
十
八

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

焦
土
と
化
し
、
七
十
年
は
草
木
も
生
え
な
い

と
言
わ
れ
た
ヒ
ロ
シ
マ
で
、
郷
土
の
先
人
の
皆

様
が
、
並
々
な
ら
ぬ
努
力
で
街
の
復
興
に
力
を

尽
く
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
お
か
げ
で
、
被
爆
後
八
十
年
を
迎
え
た

現
在
の
ヒ
ロ
シ
マ
は
、
豊
か
な
水
と
緑
を
た
た

え
た
「
国
際
平
和
文
化
都
市
」
を
目
指
す
活
力

の
あ
る
街
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、
原
爆
投
下
後
の
悲
惨
な
実

情
が
風
化
し
な
い
よ
う
に
、
平
和
記
念
公
園
を

は
じ
め
、
市
内
各
所
に
当
時
の
状
況
を
伝
え
る

資
料
や
遺
跡
や
被
爆
樹
木
な
ど
が
残
さ
れ
、
核

兵
器
の
恐
ろ
し
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
も
核
兵
器
を
持
っ
て
い
る
国
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
世
界
が
平
和
と
は
い
え
ま
せ

ん
。
連
日
報
道
さ
れ
て
い
る
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ

平
和
へ
の
誓
い

エ
ル
間
の
紛
争
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ロ
シ
ア
間
の

戦
争
な
ど
で
、
苦
し
む
人
々
が
存
在
し
て
い
る

の
が
現
実
で
す
。

　

も
し
こ
の
争
い
の
中
で
、
た
っ
た
一
発
で
も

核
兵
器
が
使
用
さ
れ
た
な
ら
、
私
た
ち
の
日
常

は
三
度
奪
わ
れ
、
家
族
を
失
い
、
緑
豊
か
な
郷

土
も
消
滅
し
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
現
実
か
ら
目
を
背
け

ず
、
真
剣
に
向
き
あ
っ
て
い
き
、
こ
れ
か
ら
先

の
世
界
に
真
の
平
和
を
築
い
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

平
和
な
未
来
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

行
動
を
起
こ
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

被
爆
の
実
相
を
学
び
、
現
在
で
も
世
界
で
続

く
紛
争
に
目
を
向
け
る
こ
と
。

　

戦
争
の
悲
惨
さ
と
核
の
怖
さ
を
知
り
、
平
和

な
未
来
の
た
め
に
学
び
続
け
る
こ
と
。

　

学
校
や
地
域
、
社
会
で
、
お
互
い
を
尊
重
し
、

助
け
合
う
心
を
も
つ
こ
と
。

　

そ
し
て
、
知
っ
た
こ
と
、
学
ん
だ
こ
と
を
行

動
に
つ
な
げ
て
発
信
す
る
こ
と
。

　

一
人
一
人
は
微
力
で
す
が
、
自
分
た
ち
に
で

き
る
こ
と
を
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
で
、
平
和

な
世
界
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
を
こ
こ

に
誓
い
ま
す
。

　

令
和
七
年
八
月
一
日

　
　
　

広
島
市
立
幟
町
中
学
校　

八
木　

雅
美

80

真
言
宗
各
派
総
大
本
山

会
（
各
山
会
）
と
東
寺

が
主
催
し
て
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

因
み
に
、
後
七
日
と

は
正
月
一
日
か
ら
七
日

ま
で
の
前
節
に
対
し

て
、
後
七
日
と
い
い
ま

す
。
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大
師
堂
再
建
御
礼
参
り
の
四
国
八
十
八
ヶ
所
遍
路
の
旅
が
去
る
４
月

日
に
結
願
し
ま
し
た
の
で
高
野
山
奥
の
院
へ
参
詣
致
し
ま
し
た
。
併
せ
て

山
主
が
仁
和
寺
・
御
室
派
教
学
部
長
時
代
に
携
わ
っ
た
御
室
金
剛
講
が

周
年
を
迎
え
た
記
念
公
演
『
仁
和
寺
の
祈
り
～
都
に
響
き
舞
う
』
が
祇
園

甲
部
歌
舞
練
場
に
て
行
わ
れ
伝
統
が
紡
ぐ
幽
玄
の
ひ
と
と
き
を
鑑
賞
し
ま

し
た
。
予
定
に
は
無
か
っ
た
の
で
す
が
、
日
夜
に
門
跡
さ
ま
か
ら
直
接

電
話
を
頂
き
「
明
朝
高
円
宮
妃
久
子
殿
下
が
来
ら
れ
る
の
で
玄
関
で
一
緒

に
出
迎
え
て
下
さ
い
」
と
有
り
難
い
お
誘
い
を
受
け
一
同
整
列
し
て
御
尊

顔
を
拝
し
ま
し
た
。
続
い
て
仁
和
寺
の
御
殿
伽
藍
・
大
覚
寺
の
諸
堂
を
参

拝
し
錦
秋
の
都
に
名
残
を
惜
し
み
つ
つ
無
事
に
帰
広
致
し
ま
し
た
。

金
剛
夜
叉
明
王

降
三
世
明
王

不
動
明
王

軍
荼
利
明
王

大
威
徳
明
王

二
間
観
音

増
益
護
摩

後
七
日
御
修
法
図
屏
風　

当
山
所
蔵

息
災
護
摩

当
界
壇

片
壇

　

地
方
の
一
寺
院
の
僧
侶
と

し
て
定
額
僧
に
出
仕
し
、
定

額
位
に
補
任
さ
れ
る
こ
と
は

最
高
に
栄
誉
な
こ
と
で
、
当

山
に
と
り
ま
し
て
も

年
前

の
先
代
住
職
八
木
龍
生
師
に

続
く
慶
賀
の
極
み
で
ご
ざ
い

ま
す
。
因
み
に
明
治
以
降
、

広
島
県
内
で

人
目
（
福

山
４
人
庄
原
１
人
尾
道
５

人
）
安
芸
地
区
か
ら
は
、
宮

島
大
聖
院
吉
田
裕
信
師
を
合

わ
せ
３
人
目
の
補
任
と
な
り

ま
す
。

平成１３年出仕の龍生師

令
和
七
年
十
一
月
十
八
日
～
二
十
日

仁和寺　瀬川大秀門跡と共に大覚寺　山川龍舟門跡と共に

霰の降りしきる高野山奥の院にて

高
野
山
参
詣
と
金
剛
流
御
詠
歌
御
室
金
剛
講
創
立

周
年
記
念
公
演
鑑
賞
の
旅
ご
報
告

10

18

25

19

10

13

大伽藍への入口　錦秋の蛇腹道

あられ

瀬川門跡猊下によるお加持
人間国宝　井上八千代

家元による京舞
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大
師
堂
再
建
御
礼
参
り
の
四
国
八
十
八
ヶ
所
遍
路
の
旅
が
去
る
４
月

日
に
結
願
し
ま
し
た
の
で
高
野
山
奥
の
院
へ
参
詣
致
し
ま
し
た
。
併
せ
て

山
主
が
仁
和
寺
・
御
室
派
教
学
部
長
時
代
に
携
わ
っ
た
御
室
金
剛
講
が

周
年
を
迎
え
た
記
念
公
演
『
仁
和
寺
の
祈
り
～
都
に
響
き
舞
う
』
が
祇
園

甲
部
歌
舞
練
場
に
て
行
わ
れ
伝
統
が
紡
ぐ
幽
玄
の
ひ
と
と
き
を
鑑
賞
し
ま

し
た
。
予
定
に
は
無
か
っ
た
の
で
す
が
、
日
夜
に
門
跡
さ
ま
か
ら
直
接

電
話
を
頂
き
「
明
朝
高
円
宮
妃
久
子
殿
下
が
来
ら
れ
る
の
で
玄
関
で
一
緒

に
出
迎
え
て
下
さ
い
」
と
有
り
難
い
お
誘
い
を
受
け
一
同
整
列
し
て
御
尊

顔
を
拝
し
ま
し
た
。
続
い
て
仁
和
寺
の
御
殿
伽
藍
・
大
覚
寺
の
諸
堂
を
参

拝
し
錦
秋
の
都
に
名
残
を
惜
し
み
つ
つ
無
事
に
帰
広
致
し
ま
し
た
。

金
剛
夜
叉
明
王

降
三
世
明
王

不
動
明
王

軍
荼
利
明
王

大
威
徳
明
王

二
間
観
音

増
益
護
摩

後
七
日
御
修
法
図
屏
風　

当
山
所
蔵

息
災
護
摩

当
界
壇

片
壇

　

地
方
の
一
寺
院
の
僧
侶
と

し
て
定
額
僧
に
出
仕
し
、
定

額
位
に
補
任
さ
れ
る
こ
と
は

最
高
に
栄
誉
な
こ
と
で
、
当

山
に
と
り
ま
し
て
も

年
前

の
先
代
住
職
八
木
龍
生
師
に

続
く
慶
賀
の
極
み
で
ご
ざ
い

ま
す
。
因
み
に
明
治
以
降
、

広
島
県
内
で

人
目
（
福

山
４
人
庄
原
１
人
尾
道
５

人
）
安
芸
地
区
か
ら
は
、
宮

島
大
聖
院
吉
田
裕
信
師
を
合

わ
せ
３
人
目
の
補
任
と
な
り

ま
す
。

平成１３年出仕の龍生師

令
和
七
年
十
一
月
十
八
日
～
二
十
日

仁和寺　瀬川大秀門跡と共に大覚寺　山川龍舟門跡と共に

霰の降りしきる高野山奥の院にて

高
野
山
参
詣
と
金
剛
流
御
詠
歌
御
室
金
剛
講
創
立

周
年
記
念
公
演
鑑
賞
の
旅
ご
報
告

10

18

25

19

10

13

大伽藍への入口　錦秋の蛇腹道

あられ

瀬川門跡猊下によるお加持
人間国宝　井上八千代

家元による京舞
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当
山
住
職
八
木
恵
生
が

後
七
日
御
修
法
定
額
僧
に
選
定
さ
れ

　

国
家
の
安
泰
や
世
界
平
和
な
ど
を
祈
願
す
る
「
令
和
八

年
御
七
日
御
修
法
」
が
一
月
八
日
よ
り
十
四
日
ま
で
の
七

日
間
、
京
都
の
東
寺
灌
頂
院
道
場
で
厳
修
さ
れ
ま
す
。
当

山
住
職
八
木
恵
生
は
総
本
山
仁
和
寺
よ
り
定
額
僧
に
推
挙

さ
れ
、
真
言
宗
各
派
総
大
本
山
会
よ
り
定
額
位
に
補
任
さ

れ
ま
し
た
。 定

額
位
に
補
任
さ
る

　

後
七
日
御
修
法
は
、
宗
祖
弘
法
大
師
の
勤
修
以

来
、
千
百
九
十
年
以
上
続
く
真
言
宗
最
高
の
大
法

で
、
真
言
宗
各
派
の
管
長
、
大
僧
正
が
出
仕
し
、

七
日
間
二
十
一
座
の
熱
祷
が
奉
修
さ
れ
ま
す
。

　

弘
法
大
師
の
進
言
に
よ
り
、
中
国
・
唐
の
不
空

三
蔵
が
皇
帝
の
た
め
に
始
め
た
例
に
な
ら
っ
て
承

和
元
年
（
八
三
四
）
に
宮
中
真
言
院
で
営
ま
れ
た

の
が
始
ま
り
で
す
。
大
師
は
同
修
法
を
恒
例
化
す

る
こ
と
を
朝
廷
に
重
ね
て
進
言
し
、
翌
年
、
最
初

の
年
に
続
い
て
大
師
自
ら
が
大
阿
闍
梨
と
な
っ

て
、
玉
体
安
穏
・
万
民
豊
楽
・
五
穀
豊
穣
を
祈
念

致
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
後
、皇
室
の
衰
微
や
戦
乱
、

明
治
の
廃
仏
毀
釈
な
ど
で
一
時
中
断
は
あ
っ
た
も

の
の
、
今
日
ま
で
脈
々
と
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
真
言
宗
各
派
の
十
八
本
山
で
構
成
す
る

真
言
宗
最
高
厳
儀
後
七
日
御
修
法

縮
景
園
で
供
養
式

　
　
　

原
爆
犠
牲
者
を
悼
む

　

去
る
八
月
一
日
、
広
島
市
中
区
の
縮
景
園
で

原
爆
投
下
直
後
に
同
園
に
避
難
し
て
亡
く
な
っ

た
犠
牲
者
の
慰
霊
供
養
式
が
営
ま
れ
ま
し
た
。

広
島
県
と
供
養
会
が
主
催
し
、
会
員
や
地
元
の

幟
町
小
学
校
・
幟
町
中
学
校
・
女
学
院
中
学
校

の
児
童
生
徒
た
ち
約

人
が
参
列
し
、
茶
道
上

田
宗
箇
流
に
よ
る
献
茶
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
生
徒
を
代
表
し
て
、
宏
雅
副
住
職
の
長

女
雅み

や

び美
（
幟
中
２
年
生
）
が
「
平
和
へ
の
誓
い
」

を
発
表
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
年
八
月
六
日
、
広
島
に
原
子
爆
弾

が
落
と
さ
れ
、
多
く
の
人
の
命
が
一
瞬
に
し
て

奪
わ
れ
ま
し
た
。

　

爆
風
に
よ
っ
て
建
物
は
崩
れ
、
熱
線
に
よ
っ

て
す
べ
て
が
焼
か
れ
た
街
。

　

大
や
け
ど
を
負
っ
た
多
く
の
人
々
が
、
水
を

求
め
て
、
こ
こ
縮
景
園
に
逃
れ
て
き
た
と
い
い

ま
す
。

　

昭
和
六
十
二
年
に
、
原
爆
犠
牲
者
の
ご
遺
骨

が
発
見
さ
れ
て
以
来
、
こ
の
供
養
式
も
三
十
八

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

焦
土
と
化
し
、
七
十
年
は
草
木
も
生
え
な
い

と
言
わ
れ
た
ヒ
ロ
シ
マ
で
、
郷
土
の
先
人
の
皆

様
が
、
並
々
な
ら
ぬ
努
力
で
街
の
復
興
に
力
を

尽
く
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
お
か
げ
で
、
被
爆
後
八
十
年
を
迎
え
た

現
在
の
ヒ
ロ
シ
マ
は
、
豊
か
な
水
と
緑
を
た
た

え
た
「
国
際
平
和
文
化
都
市
」
を
目
指
す
活
力

の
あ
る
街
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、
原
爆
投
下
後
の
悲
惨
な
実

情
が
風
化
し
な
い
よ
う
に
、
平
和
記
念
公
園
を

は
じ
め
、
市
内
各
所
に
当
時
の
状
況
を
伝
え
る

資
料
や
遺
跡
や
被
爆
樹
木
な
ど
が
残
さ
れ
、
核

兵
器
の
恐
ろ
し
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
も
核
兵
器
を
持
っ
て
い
る
国
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
世
界
が
平
和
と
は
い
え
ま
せ

ん
。
連
日
報
道
さ
れ
て
い
る
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ

平
和
へ
の
誓
い

エ
ル
間
の
紛
争
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ロ
シ
ア
間
の

戦
争
な
ど
で
、
苦
し
む
人
々
が
存
在
し
て
い
る

の
が
現
実
で
す
。

　

も
し
こ
の
争
い
の
中
で
、
た
っ
た
一
発
で
も

核
兵
器
が
使
用
さ
れ
た
な
ら
、
私
た
ち
の
日
常

は
三
度
奪
わ
れ
、
家
族
を
失
い
、
緑
豊
か
な
郷

土
も
消
滅
し
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
現
実
か
ら
目
を
背
け

ず
、
真
剣
に
向
き
あ
っ
て
い
き
、
こ
れ
か
ら
先

の
世
界
に
真
の
平
和
を
築
い
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

平
和
な
未
来
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

行
動
を
起
こ
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

被
爆
の
実
相
を
学
び
、
現
在
で
も
世
界
で
続

く
紛
争
に
目
を
向
け
る
こ
と
。

　

戦
争
の
悲
惨
さ
と
核
の
怖
さ
を
知
り
、
平
和

な
未
来
の
た
め
に
学
び
続
け
る
こ
と
。

　

学
校
や
地
域
、
社
会
で
、
お
互
い
を
尊
重
し
、

助
け
合
う
心
を
も
つ
こ
と
。

　

そ
し
て
、
知
っ
た
こ
と
、
学
ん
だ
こ
と
を
行

動
に
つ
な
げ
て
発
信
す
る
こ
と
。

　

一
人
一
人
は
微
力
で
す
が
、
自
分
た
ち
に
で

き
る
こ
と
を
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
で
、
平
和

な
世
界
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
を
こ
こ

に
誓
い
ま
す
。

　

令
和
七
年
八
月
一
日

　
　
　

広
島
市
立
幟
町
中
学
校　

八
木　

雅
美

80

真
言
宗
各
派
総
大
本
山

会
（
各
山
会
）
と
東
寺

が
主
催
し
て
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

因
み
に
、
後
七
日
と

は
正
月
一
日
か
ら
七
日

ま
で
の
前
節
に
対
し

て
、
後
七
日
と
い
い
ま

す
。
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令
和
八
年
丙
午
歳
の

　

年
頭
に
当
り
、
謹
ん
で

　
　

新
春
の
お
慶
び
を

　
　
　
　
　

申
し
あ
げ
ま
す明星院第２０世住職

丙
午

元
旦

忍
は
是
金
剛
之
鎧
な
り

仁
和
寺
老
門
主
智
等

人
の
一
生
は
重
荷
を
負
う
て
遠
き

道
を
行
く
が
如
し　

急
ぐ
べ
か
ら
ず

不
自
由
を
常
と
思
え
ば
不
足
な
し

心
に
望
み
起
こ
ら
ば
困
窮
し
た
る

時
を
思
ひ
出
す
べ
し
堪
忍
は
無
事

長
久
の
基　

怒
り
を
敵
と
思
へ

勝
つ
事
ば
か
り
知
り
て
負
く
る
事
を

知
ら
ざ
れ
ば
害
そ
の
身
に
至
る

己
を
責
め
て
人
を
責
む
る
な

及
ば
ざ
る
は
過
ぎ
た
る
に
勝
れ
り

人
生
に
は
多
く
の
苦
労
が
あ
り

忍
耐
や
謙
虚
さ
の
重
要
性
を
説
い
て

焦
ら
ず
一
歩
ず
つ
着
実
に
進
む

べ
き
だ
と
い
う
教
え
で
す

徳
川
家
康
公
遺
訓

広
島
神
輿
行
列
に
出
仕

江
戸
時
代
二
百
六
十
年
の
平
和
の
礎
を
築
き
、
平
和
の
神
様
と
し
て
祀
ら
れ
る

東
照
宮
の
御
祭
神　

徳
川
家
康
公
。
そ
の
家
康
公
の
没
後
五
十
年
ご
と
に
行
わ

れ
て
い
た
の
が
、
重
さ
約
一
ト
ン
の
大
神
輿
を
中
心
に
、
豪
華
な
山
車
や
芸
能

を
織
り
交
ぜ
、
武
士
と
庶
民
が
共
に
天
下
泰
平
の
世
を
謳
歌
し
た
大
行
列
「
通

り
祭
礼
（
と
お
り
ご
さ
い
れ
い
）」
で
す
。

　

こ
の
祭
礼
は
、
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
を
最
後
に
、
幕
末
の
混
乱
や
戦

争
、
そ
し
て
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
の
原
爆
投
下
の
影
響
に
よ
り
、
三
回

連
続
で
中
止
さ
れ
、
長
く
途
絶
え
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）、
平
和
な
時
代
を
迎
え
た
こ
と
を

受
け
て
、
実
に
二
百
年
ぶ
り
に
復
活
。
約
七
万
人
の
観
客
が
見
守
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
被
爆
八
十
周
年
を
迎
え
た
今
年
、
平
和
都
市
広
島
に
甦
っ
た
伝
統

を
子
ど
も
た
ち
へ
繋
ぐ
た
め
、
五
十
年
に
一
度
の
「
通
り
祭
礼
」
を
、
新
た
な

祭
り
「
広
島
神
輿
行
列
」
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
平
和
な
未
来

と
地
域
の
繁
栄
、人
々
の
幸
福
と
安
寧
へ
の
深
い
祈
り
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
原
爆
を
も
乗
り
越
え
た
強
運
の
大
神
輿
（
市
重
文
）
を
は
じ
め
、

花
車
や
伝
統
芸
能
も
披
露
さ
れ
、
時
代
装
束

を
ま
と
っ
た
参
加
者
た
ち
が
、
江
戸
時
代
さ

な
が
ら
の
行
列
を
再
現
し
ま
し
た
。

　

山
主
も
実
行
委
員
会
顧
問
・
七
社
寺
会
代

表
と
し
て
参
加
し
行
列
に
花
を
添
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

令
和
八
年

　
　
　
明
星
院
行
事
予
定
表

一
月
一
日
～
三
日

　

修
正
会
・
新
年
初
祈
祷

二
月
一
日

　

開
運
厄
除
祈
願
節
分
星
祭

三
月
二
十
日

　

春
季
彼
岸
会

八
月
上
旬

　

お
盆
勤
め

八
月
十
三
日

　

う
ら
盆
施
餓
鬼
会

九
月
二
十
三
日

　

秋
季
彼
岸
会

十
二
月
十
三
日

　

赤
穂
義
士
討
入
り
大
祭

奉
納
御
礼

　

奥
谷
順
子
様
よ
り
御
尊
父
稲
田

素
邦
画
伯
（
当
山
元
総
代
長
）
の

絵
画
十
数
点
を
ご
寄
進
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

浅
井
泰
雄
様
よ
り
植
中
直
斎
画

伯
の
屏
風
数
点
と
所
縁
の
絵
画
数

十
枚
を
ご
寄
進
い
た
だ
き
ま
し
た
。

☆
広
島
神
輿
行
列
開
会
式
で
の
徳

川
家
第
十
九
代
当
主
徳
川
家
広

氏
の
挨
拶
よ
り
「
戦
争
の
な
い

二
百
六
十
年
を
築
い
た
江
戸
時
代

と
被
爆
終
戦
八
十
年
間
日
本
は
平

和
が
保
た
れ
て
い
る
。
し
か
し
世

界
に
目
を
向
け
る
と
今
も
猶
、
紛

争
が
絶
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

唯
々
世
界
平
和
を
改
め
て
祈
る
ば

か
り
で
す
。」
と

☆
美
し
い
日
本
の
四
季
が
崩
れ
二

季
に
な
り
ま
し
た
。
体
調
管
理
に

お
努
め
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

昭和十一年　公平書　　浅井泰雄氏寄贈
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